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楽し学舎 ～生徒も教師も わくわくする 絆づくり中学校～

早いもので、令和４年度も２月を迎えようとしています。２月は「逃げる」、３月は「去る」と言わ

れるように、１年の様々なまとめの時期なのに、どんどんと日々が過ぎていきます。だからこそ。。。

やるべきことから 「逃げずに！」 大事なことが 「去っていかないように！」 したいものです。

数年前ですと１月はインフルエンザ発症による欠席者が急増し、学年や学級閉鎖がみられる時期でし

たが、ここ2年間はインフルエンザによる学級閉鎖等はありませんでした。しかし、コロナ感染症の「第

８波」と言われる昨今、相変わらず国内の感染者数は減少しておらず出口が見えてきていません。その

ため学校生活はもちろんですが社会全体が困難を極めているのが現状です。

これからも学校では感染拡大防止の取組を徹底し、子供たちの安全確保と学びの保障を踏まえ適切に

対応していきたいと考えております。ご家庭におきましても、今まで同様に十分な感染症対策を講じて

いただき、健康には十分ご留意くださいますようお願いいたします。

さて、今年は２月４日が「立春」です。暦の上では『春』になります。少しずつ温かくなり、木々の

芽も膨らんできます。生き物も春に向けての準備を始める時期です。「立春・立夏・立秋・立冬」と季

節の変わり目はありますが、その前日を「節分」と言い、江戸時代から「立春」の前日だけを『節分』

と言うようになったそうです。ある意味、１年の季節の始まり（元日）が立春、終わり（大晦日）が節

分ということもできますね。節分には、家から鬼を追い払うために、豆まきをするという伝統行事があ

ります。季節の変わり目には邪気（鬼）が生ずると考えられており、その邪気を追い払うためにも豆を

まくということだそうです。「鬼は外、福は内！」というかけ声も出しながら、１年無事に過ごせます

ようにという願いを込めて、家族みんなで豆まきをされてみてはどうでしょうか。

最後に、残すところ学校では大きな行事として、「１年生のスキー学習」と「卒業証書授与式」があ

ります。日々の学校生活の中で１年間のまとめを進めながら、１年生はスキー学習に向けて、そして卒

業証書授与式に向けては全校あげて準備を進めていく時期となります。また、各学年で次の学年を見据

えながら、心と体の準備も始めていってもらいたいと思います。そのためにもこの１年間で自分ができ

るようになったことや分かったことなどを、書き出しながら振り返るという方法も大事です。意外と多

くのことができるようになっていることに気付けると同時に、次に向けてがんばる意欲にもつながって

くると思います。この時期だからこそ、目標を明確にし実践してみましょう。

春はもうそこまで来ています。春を見据えて、前向きに残りの２か月を過ごしていきましょう！！

～今年の節分は、２月３日～ 恵方巻きの話

今年の節分は2月3日です。節分といえば、毎年決まった方角

を向いて恵方巻きを食べる風習があります。しかし、この方角は

毎年異なるのでややこしいですよね。2023年今年の恵方巻きの

方角は、、、『南南東』です。

恵方巻きを食べるポイントがあるそうです。それは下の3つです。

①切らずに食べる ②恵方の方角を向いて食べる ③黙って願い事を思い浮かべながら食べる

ということです。関西地方から広まった行事といわれています。

とにかく、今年も大好きな、大きな恵方巻きを、無言で一気に食べたいと思います。



「十五の春を想う」～頑張れ！青ジャージ～
立春を迎えると、暦の上では春となります。吹く風は冷たく気温もまだまだ低いですが、陽射しに力強

さを感じます。ただ今年もまだまだ新型コロナウイルス感染症（第８波）が流行っています。生徒の皆さ

ん、そしてご家族の皆様、引き続き感染防止にご留意ください。

さて、３年生は卒業まであと１か月と少しとなりました。進路決定に向けて、そして来年度の新たなス

テージの自分に向かって日々努力しているのではないでしょうか。

進路を決定するこの時期になると『十五の春』という言葉が思い浮かびます。私も４０年以上前に『十

五の春』を経験しましたが、あまり良いイメージはありません。あの頃の私は、何か自分にとって都合が

悪いことを親や他人のせいにし、いつも自分から逃げていたような気がします。正直、学校もあまり好き

ではありませんでした。努力できない自分、理想とかけ離れている自分が嫌いだったのでしょう。ただあ

りがたいことに、その時の担任の先生や進学先で出会った先生や仲間、そして部活動や遊び、バイト先で

出会った様々な人たちの励ましや応援のおかげで、「自分の人生は自分で決める」もの、そして「自分で責任

をもつ」ものだと、多少なりとも感じることができるようになりました。私にとっても『十五の春』は大

人になるきっかけとなるものでした。

義務教育が終わり、それまで親や先生など周囲の人から育てられてきた生徒が、この頃から自分の生き

る道を意識し、自分の人生を自分で考えるようになる。それが『十五の春』なのでしょう。

神栖二中の３年生の『十五の春』はどんな春になるのでしょう。自分の人生を意識し、将来に向かって

自分で努力しはじめる春になってほしいと願っています。そして、４月からは一人一人がそれぞれの新た

なステージで、自分の『夢や希望』を掲げながら、更に自分を磨き、成長させてください。自分の道は、

自分自身で切り拓いていくしかないのです。『十五の春』は決してゴールではありません。スタートなの

です。 ガンバレ！ 青ジャージの３年生！！ （青ジャージの皆さんへ 谷田川浩之より）

《１月の学校生活から》
【１月２５日 避難訓練「不審者対応編」】 ２５日（水）の６校時に、３回目の避難訓練を行いました。

今回の避難訓練は、授業中に不審者が校舎内に侵入して

きたという設定で行いました。

当日は、神栖警察署生活安全課・神之池交番から３名を

お迎えして、避難の様子を見ていただき、講話もいただきま

した。今回は教室でバリケードをつくる訓練もしました。避難

訓練を通して、日頃から自分自身を守るために必要な知識

や技能、態度を身に付けていきたいと思います。

【１月２６日 神二新制服プロポーザル】
現在、神栖二中では「 BigUp プロジェク

ト」の一環で、『制服検討委員会』を立ち上

げ、話合いを続けてきました。

１月２６日には新制服プロポーザルを開

催し、新制服の基礎となる制服を決定するこ

とができました。当日の参加者は生徒代表

（生徒会・各学級員）・ＰＴＡ代表・地域代表

（学校評議員）・学区２小学校の代表・本校

職員代表が参列し、決定しました。（今後、皆さんに披露する機会を検討中です。）

今後は業者の方々と生徒・保護者・職員が話し合いを続け、生徒や保護者の要望を踏まえた、時代に合った新

しい制服になるよう細かい部分を決めていきたいと思います。生徒の皆さんからのアイデアもよろしくお願いします。

【１月２５日 家庭教育学級 閉級式】
２５日に会議室を使って、家庭教育学級の閉級式を開催しました。

閉級式の講師として、神栖市教育委員会文化スポーツ課 社会教育指導員の

立野先生をお招きして、「思春期の問題行動に向き合う」というテーマでお話をい

ただきました。参加していただいた保護者の皆様、ありがとうございました。


